
確詰用原料松茸の虫害品鑑別に閲ずるⅩ線的研究  
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；琵えが幸 輸出向松茸維持由トヲプルの大部分はその組絆中に小さな姐が存在することに因るもの  

、そ由ために一昨年（1649）一頃から殆んど九拝のままの製品を輸出することが出来なくなった状  

堅である。それは虫喰茸であるか香かを外観で見別けることが実際上不可能だからで、微細な虫鱒  

蔓草を切断して見なけれぼ判らな㌧、からである。所力監除草を切断した形態にすることは、商品価値ノ  
野半減する。其処で筆者等は茸を切断せずに外裁から鑑別する方法の一つの試みとし丁Ⅹ線を用い  

ざ見た。 

γ枚茸の虫については下記二種の記録がある‘がこの他に多数の虫が食事するらし◆く詳細について  

ある。JJ  

）ノミバェ科の一種AshiochaetazqatsutakeiSas占ki（1935）㊥  

（b）こセケバ工科の一種ScatopsefuscipesMe王gen（lp38）◎  

の－ Ⅹ線写異による鑑別  

一
一
 
 
 

｛
＼
 
 
 
 
 
 
 
竜
 
 
 

阪大学理学部仁田研究室据付のCⅥ対陰極芝浦マツダⅩ練管線を用いて、先ず写異による鑑別  

野馳こついて実験した。  

は大阪合同確諸株式会社より境供された新鮮茸及び挿話茸で井領では全然虫喰らしい感じの  

大阪大学理学部亡田研究室  
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なむ1一級品を以てⅩ紙写其をとり、フイルムを渾ぐに現像してしらペ、其場で実物を切断して比  

して見た。  
t   

妄の結果は写真因で判る如く、虫喰は組織中の毛管状空洞として現われることがわかった♂此  

空洞の現われ方は新鮮華や製造直後の経露草に放ては樋く微細なものまで明瞭であった。所が実  

の都合で隠訊こして貯蔵しておいた苛については、日時の経つに従って次第に不明瞭となり、30 

後に放ては最早や判別は困難であった。従って一粒市販品申の虫喰をⅩ線写奏で検査しようと弓  

十も無意味であることがわかった。   

轟一臥第二図は新鮮松茸の虫喰と虫なしのⅩ譲与顛の明瞭な河原である○   

虜≡臥第四囲及び算五図は繕誇称茸のⅩ纏与其で○印の稔茸が虫喰晶として判別田束る。 

囲は精々不明瞭であるが製造後日の経つに従って不明瞭になる傾向を示した。   

舞六図はⅩ雄琴兵で虫喰と鍾愛された松茸の切断面で普通乾板写兵であ予。虫喰部を鮮明に  
b  

ため微かに着色した。   

こゐ様な方法に依って産別すると、これまで虫は入っていないと思われていた熟練者が指頭  

で分別した一級品の内からも個更に30～35％前壊の鮒現率で虫喰茸が発見出来ることが判った  

葉酸のこ 蛍光板による鑑別  

次に登米校を用いて直接感別することの可能性について実験して見た。蛍光板は阪大医学朝  

麿用スクリーンを借用した。   

青身が使用したⅩ綿管では電圧40kvを越え■ることぼ絆されない装壇であったので、38－4¢  

範観で光渡との距離を調整して実験を頻回繰返した。   

その結果は松茸め全姿（約6cm）がスクリーンに映ずる程度め約30c叫臥上の距離では青  

何に凝視するも虫噴か香かの鑑別は困難であった。そこで於茸の柄の一部分しか映像しない  

駒25cm以内で、著しい虫啓の明らかな茸と虫なしとを並列して観察を碍返して見た。そう  

虫喰茸と虫なし茸との間に言葉にはあらわしかねるが向か虫喰の方がチヲチラすると云うデ  

ほ違いのあることを覿めることが出来た。しかし相違が醒められたのぬ虫喰が外蔵上指頭  

も見別けられる様な程度のものであつ七、予めフイルムで見別けておいた微細虫寧（第六囲  

に放ては金然正常のものとの相違点は羅められなかった。従って蛍光板で直接虫喰晶を産卵  

と云う試今はこの様な為置では一応無理であると考えられた。不熟練の改もあったが映像か  

的に見別けるということは考ていたほど簡単ではなかった。  
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第一図 新触茸虫なし   

38KV，4mA，150〝，100¢m  

（Cu対陰極Ⅹ線写真）  
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第＝図 新触茸虫喰   

3EKV，血1A，15C〝，100（m  

（Cu対陰極Ⅹ線写実）   
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第五図  砲諸松茸聾造後21日  

38KV，4mA，18C〝，100cm（Cu対陰極Ⅹ線写真）   

第六図  虫喰松茸の切断面 （瞥通写真）  
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蹄 綺   

Ⅹ線軍兵に於ては明瞭に鑑別し得ても蛍光板で直接鑑別する方法が余り良い結果を見なかったた 

め、はじめ予想していた撰別装置の考案に進発長させる可能性がうすらいだ。しかしⅩ根診断では  

／ 酵な熟練を伴うと云うから、もつと強力精巧な装置を応用し且つ熟練すればと云う望みほあるわ  

けであるが現状では許されなかった。   

アメリカ加州ではオレンヂジュース用原料果実を撰則するのにⅩ線を応用した自動的装置の不一  

やyF血tGraderと云う磯城が考奏されたことを報じている。①これは霜宰を受けた様な果実の液  

汁身の鱒少したものをⅩ線の透過度の差に基いて分別出来る様にした考集と考えられる。日本の松  

茸にその様な考え方が応用出来るかと云うと勿論極く微小な虫事孔であるから劾呆的なⅩ線透過度  
ノ  

の善があるとは考えられない。が而しこの様な報告が本実験えの刺戟をもたらした事は事実である9  

別の面でも参考となれば幸いである。  

き－実験の御指導を賜った大野大学理学部乍田・渡辺両先生並びに材料を捷供して下さった大阪今市  

償許株式会社に深謝申上ます。  

文 献   

（1）FoodIndustries，Vo122No4．P56－57，1950  

佗）Proceedings oftheImperialAcademy，Japatl，Volll，P112，1935  

¢）Mushi，Volll∴NoIMarch，PlO，1938   

附取 木研究は昭和＝十六年三月種苗研究発表会にて報告済  
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